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１ 水稲生育状況 （7月15日現在）

生育状況 生育の
品種名

項目 30年 平 年 遅速

ななつぼし 草 丈 57.6cm 65.2cm
葉 数 9.8葉 10.3葉 －４
㎡茎数 443.2本 637.7本
幼形期 7/9 7/5

技 術 対 策
○冷害危険期終了の時期をつかむ

止葉が完全に出て｢止葉の葉耳｣と｢前葉の葉耳｣の間が｢＋５cm｣となる頃まで（全
茎の８割の葉耳間長が｢＋５cm｣になるまで）です。

○冷害危険期の終了後は、根に酸素を供給するため直ちに落水し中干しを行います。
中干しは、作土表面に地割れ（亀裂５mm程度）が生じるまで行います。
出穂が始まったら、再度、入水しましょう。

○いもち病の発生について
北海道病害虫防除所BLASTAM(ﾌﾞﾗｽﾀﾑ)より、日高管内では、いもち病感染好適日

が７月上中旬に出ています。
今後もいもち病が発生しそうなほ場は、特に注意して観察しましょう。

２ 主要野菜の生育状況
作 物 名 生 育 状 況 技 術 対 策
トマト ＜5月定植＞ ・罹病葉、罹病果を取り除く。

・1～2段果房収穫中。3～5段花房で ・ベット内側の葉を中心に摘葉を行
花落ちが見られる。 い風通しを良くする。

＜6月定植＞ ・強日照が予想される場合は、しゃ
・3～4段果房開花中。 光資材や二重カーテンを利用し、
＜全体＞ しおれを防止する。
・灰色かび病、萎凋病、アブラムシ ・適切な土壌水分、肥培管理に努め
類の発生が見られる。 る。

ﾊｳｽ軟白ねぎ ・２～３月定植作型収穫中。 ・ﾀﾏﾈｷﾞﾊﾞｴ防除は土壌深２～３㎝ま
・ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類、ﾀﾏﾈｷﾞﾊﾞｴ、小菌核腐 で薬液が浸みるようにする。
敗病の発生が見られる。 ・土壌病害発生ほ場では適時、土壌

消毒を行う。

アスパラガス ・夏芽萌芽～収穫中。 ・ハウス周辺の除草を行う。
（ハウス立茎） ・灰色かび病の発生が見られる。 ・ヨトウムシを発見したら早めに防

除を行う。
＊日高管内でネギアザミウマに対する合成ピレスロイドの抵抗性が確認されました。今後は合成ピレスロ

イド系薬剤の連用を避け、ローテーション防除を行いましょう。

幼形期は平年比４日遅れと
なっています。現在、中苗な
なつぼしで冷害危険期に入っ
てきています。
気温は高くなってきていま

すが、不稔防止のため、しっ
かり深水管理をしましょう。
自分のほ場を確認して、生

育にあった水管理を行いまし
ょう。



３ 畑 作
天候不順により病害の発生が心配されます。ほ場を良く観察し予防防除に努めましょう。
特に、降雨により滞水したほ場は病害の発生に要注意です！

(1) 秋まき小麦
子実水分は3５％から収穫可能です。
水分測定により収穫時期を判断しましょう。
＊赤かび病の多発したほ場は別刈とし、区別して乾燥調整作業を進めましょう。

(2) ばれいしょ
開花後は茎葉から塊茎へのデンプン等の養分転流量が増加する時期です。
茎葉は病害に侵されやすくなるので疫病や軟腐病等の発生に注意しましょう。

【病害の発生環境と防除例】

(3)豆類
降雨により滞水したほ場は茎疫病の発生に注意しましょう。
○大豆 べと病の発生が上位葉に多い場合は防除しましょう。
○小豆 菌核病、灰色かび病の防除は開花始後7～10日目に１回目防除しましょう。

茎疫病：ランマンフロアブル
菌核病・灰色かび病防除例：スミレックス水和剤

(4)てんさい
○褐斑病：高温、多湿条件で発生しやすい。連作や前年発生した隣接畑では早期の発
生や、多発生の恐れがあるため、定期的な防除を心がけましょう。

○ヨウトウガ、カメノコハムシ：食害を確認後、薬剤を茎葉処理しましょう。
＊てん菜栽培技術情報を参考に防除を実施してください

４．牧草生育状況（７月１５日現在）
生 育 状 況

作物名 遅速 適 要項目 30年 平年
日数

牧草 草丈 26.4cm 25.7cm ±0 断続的な降雨により収穫作業は停滞
（2番） している。（1番草 収穫11日遅れ）

草丈 109.7cm 152.1cm 降雨と低温のため生育が停滞している。ﾃﾞﾝﾄｺｰﾝ
葉数 10.8葉 12.7葉

-7

牧草の生育を適正にし、牧草割合を高めるため追肥を行いましょう。
１)追肥により、収量が高まります。
２)追肥により、分けつが発生し牧草割合が無追肥より高まります。（雑草の侵入防止）

５. 農薬の安全使用
◎農薬使用基準を遵守しましょう。
農薬のラベルを良く確認し、適用作物、使用量・濃度、使用時期、総使用回数、使

用期限等の基準を必ず守りましょう。

◎農薬の飛散に気をつけましょう。
水稲の防除作業が本格的に行われています。

水田防除時には、隣接しているビニールハウスの入口、側面を閉め、農薬飛散防止
に努めましょう。

発生ほ場 未発生ほ場

疫　病 気温：１８～２０℃　多湿
ホライズンドライフロアブル
ランマンフロアブル

フロンサイド（水）
ダコニールエース

軟腐病
気温：２５～３０℃　多湿
寝苦しい夜が続くと要注意！

スターナ（水） コサイド３０００

発生環境
防除例


